




















（前略）凡ソ地震ノ発スルヤ、微動ニ止マルアリ、一日数回ニ及ブアリ、数日ニ渉ルアリ、年ヲ越ユルアリ、其強大ナルモノニ至リテハ、家屋ヲ倒シ、人畜ヲ損シ、地ヲ裂キ、山ヲ崩シ、川ヲ塞ギ、海嘯ヲ起コス等ノ事アリ、是ヲ以テソノ難ヲ避ケントスルヤ、或ハ屋外ニ出デ 或ハ樹下 座シ、或ハ竹林ニ入リ、或ハ舟車ニ乗ル（後略） 。
（ 『古事類苑』地部三、 一三五五）
建物が壊れて、人は屋外に出て、少しでも安全な場所を探して、倒れずに立って
















































































かなり大規模な火災が炎上中です。や と目の下に、救急車 消防車が来おりますが、放水はしておりません。どこ ら手をつけていいのかわからない状況で、消防隊員は水の、水路の確保に当たっているんですが、まだ放水という には移っておりません。ひとつ、ご注意し ただきた のは、ガスの臭いが周辺に立ちこめております。都市ガスの臭 が立ちこめております。ときおり、ボーンという大きな爆発音も聞こえております。皆さ倒壊した家屋からのガス漏れ 心配です で、ご近所 十分ご注意なさっていただきたいと思 ます。
12時
21分。





























り、一入春めきたる事と存候。然る所六ツ時否や乾の方より鳴動、其響き百千の雷の如く、大地動揺して暫く不止、蒼天色黒く黄にし 雲掩ひ かり朦々として風なく、殊に甚た火急の殊にて遁れ出候間もなく怪我にて死傷の者夥敷、戸毎に老少の女童とも悲傷号泣の声喧しく、其外鶏犬猫の類迄東西にかけ走り 鳴うめく声凄し。其内に潰火より出火にて四方に火の手上り誠に騒動いわん方なし。去共震動止事なく既に暁迄に拾度余に至、人々肝を冷し候事なり。御家中は門内園 内 町家は街道の左右へ家々より各戸板畳等を持出し、老少幼少の者を夜具等にて圍置き、兎角 夜を明かし 火鉢或は雪の上に火を焚、やうやう朝飯など給候て それより銘々假屋を つらい住居せしこと既 四五日に至 候。尤雪消次第春風の度 は假屋をも幾度か掛直し住居せしなり。 （後略） （同上書 四二三）
今も昔も、私たちは、地震が発生する前から発生後のことまでを人に伝えようと
してきた。 「聞も伝えぬ強き地震」 、 「大地動揺らして暫く不止」とは、昔も今も変わらぬ同じ感覚である。






























































































































こは公立の中学校である。二週間後には、授業が再開された。それから約半年のあいだ、中学校と避難所が、学校というひとつの空間を分け合っ〈 「十人かける十人で百人」 〉学校の先生によれば、地震から約二時間 の午前七時半には 運動場には人いっ
（ 4 ）甲南女子大学研究紀要第 51号　人間科学編（2015年 3月）
ぱい」であった。体育館は被害を受けていたので、学校は教室に入れることを決断した。一階から四階まで教室は人で埋まった。人数を把握することもできなかった。出入りは頻繁にあったし、数える余裕もなか ひとりの先生が、ある部屋の扉をあけて中を覗いて「十人かける十人で百人ですね」と言ったことが、その状況を物語っている。地震の直後の状況を示すの 、避難所と う場所に、およそ何人くらいの人がいるのかと うことにつきる。避難していた人によれば「隣には知らない人が寝ている」ような状況で り、年齢も性別も住所も職業も関係なく 家族構成も、知り合いで るかどうかも、何を持ってきているか 、どんな服装であるのかも、判断することなく、ただ、およその人数を把握 ということである。大きな地震が発生した直後の、大都市部に ける 被害状況」とは、突き詰めれば、避難している人の数ということにな 。正しく概数である〈ブロックに分ける〉やがて、一日一日が経過し、学校／避難所としての集合的な生活が続いていく。学
校や教育委員会、市の災害対策本部などの管轄 も で、地震前の居住地の町ごとに「ブロック」をつくり、体育館などの「住む」場所を固定し、名簿をつくり、人数を把握し、 弁当や飲み物 どは、 その 数をもとにして届くよう なる。 この避難所ではブロックから代表を出してもらい 学校側と筆者などの「ボランティア」とが、定期的に会議を持つようになった。物資を分ける 炊き出し 予定を伝える 簡易トイレの掃除の分担 決める、などなど、ひとつの避難所とし の「運営」である。以上は誰も経験のないことについて、その都度、相談をしなが やっていっ こと あ 。〈断熱材〉教室や体育館の区割りで分けられた場所それぞれにも、 いろいろな関係が生じる。
体育館の床に敷いて寒さを和らげようと持ち込まれた断熱材は、一夜の ちに各所帯を分ける壁になっていた。避難していた人の話では、ある時、そ 上にリンゴが置かれていた。 そこから付き合いがはじまった所帯がある 「551」 の餃子をもらたり、 時には、 夫婦喧嘩で靴下が空中を飛んでいたりもす そういう空間であった。〈リボン〉時間の経過とともに、避難している人たちからすれば、自分たちが日常生活をす
る場であり、ある人が会議で発言したように「大きな家族やと思てるねん」という意識を持つような場になっていった。名簿がつくられ、人数が把握され、役割分担がなされ、立ち話をするようになってくると、学校のなかとはいえ、そこは自分たちの生活の場となった。
したがって、 「外の人」が、 「知らない人」が、入ってくることには抵抗を感じる
ようになる。ある時、 「外の人」 「知らな 人」が中に入って来られ いようにということで、 「中の人」は その目印としてリボンを付けようとい ことになった。そして人数分のリボンを用意して配布したのであるが、数日のうちに、そのリボンを付けた「知らない人」 入ってき いるこ が判明した。避難所という空間が、どこまで開放的な場 のか、そうで ない か、明確な基準はなかった。〈ベンツで弁当をもらいに来る〉仮設住宅に移る人、親戚などを頼って出て行く人、いつの間にかい くなってい




ている物資については、外の人 も渡すようにしていたが 取り 来 外の人たちには、中の人たち 自分たちよりもずっ 大変だろう、と思われてい 。大きな地震が発生し、鉄道 不通 なり、ガスや水道がとまり、家に住めないと う状況から「復旧」作業が進む つれて、家のある場所や家そのものの被害状況によ
（ 5 ） 原田　隆司：大地の裏切りと「あらゆるもの」の譲渡
り「大変さ」は多様になってくる。頼れる親戚がいるけれど行かないという話を聞いたこともある。全壊・半壊・一部損壊、電気、ガス、水道な の状況など、いくつか「大変さ」を分類する指標があったとしても、それは避難所にいるかい いかということとは対応しない。地震直後に怪我で入院し 数日後に避難してきた人もいたが、地震直後に避難 てきた人たちのなかで出て行かなかった人が避難所に居続けたということである。
ある時、ベンツに乗って弁当や日用品をもらいに来る人のことが話題になった。
違和感を感じる意見もあっ 。日常の生活水準からすれば、どこで 食事ができはずなのに、どうして避難所に弁当を らいに来 のか、と。しか 生活水準とは関係なく、求める人に渡すもの れば、ベンツに乗っている人も、今それが必要であるという意味では、他の人と同じだということにもなる。〈 「ボランティア」 〉筆者を含む数名の 「ボランティア」 が、 実質的にこの避難所の 「運営」 を担っていた。
「本部」という拠点をつくり、 弁当や物資の管理、 来訪者への対応、 炊き出しの調整、学校との交渉などをしていた。最初の一ヶ月、 二ヶ月は、 毎日数多くの「ボランティア」が関わったのであるが、継続的に通う「ボランティア」 限られて た。ランティア」の定義や仕事の範囲などは 曖昧であって 避難している人も学校関係者もできないことを手伝うというようなものであっ 。筆者自身も 最初に入った時に丸一日滞在して、ペットボトル入りの水 本数を数えるなどして、その時々の状況を把握しているのは自分しかいないと うことが分かったので、入れ替わりやってくる「ボ に指示をするなど、 「運営」 するようになっていった。終了後に話を聞いてみると、自分たち避難して た人間が をす べきであったと振り返る人もいた。形式的には 管轄下 避難所は運営された であ が、この避難所では「ボランティア」が、その実務を担って たということになる。〈焚出し、御救小屋、御救米〉日本では、これまで、何度となく、大きな地震が起こり、同じような状況が生じ































































































































と呼ばれている。 「一八七二年あるいは一八八五年以前の地震」である（宇津徳治『地震活動総説』一八〇） 。明治になって最も大きな被害の出た濃尾地震（明治二四年、一八九一年）を受けて、翌年に震災予防調査会（後に震災予防評議会と改称）という組織が発足した。その仕事のひとつが、歴史地震の記録の収集であった。その成果は、 『増訂
　
大日本地震史料』として第一巻から第三巻が一九四一年から




















以上にのぼる。道路、 鉄道など交通網、 ガス、 水道、 電気、
電話などライフライン施設が寸断されたほか、護岸、港湾施設などが破壊された。山麓部では地滑りが、臨海部では大規模な地盤の液状化現象が観測された。地震により を受けた構造物の多くは木造住宅であるが、中・高層ビルの倒壊や破壊、高架橋の破壊なども起こった。消火栓が使用不能 交通障害による消火活動の遅れ、家屋が倒壊していたことによる急速な延焼拡大などの条件下で、 災が多発し（285
件と推定される） 、災害をさらに大






































































国立天文台が編纂して毎年発行される 『理科年表』 いう資料集がある。暦、 天文、






































































































































































地（の下）のものばかりでなく、海（の下）のものも含まれている。ここでの指摘は、被害を及ぼさなかったものも含めて 数と頻度である。日本列島は、世界 も特に地震の発生が多い場所であることが明らかになってきたが、私たちの暮らす地面の真下で起こるものよりも、 「洋上」で発生するものが多いので、 「被害の点では助かっている」というのである。二〇一四年の「東北地方太平洋沖地震」は「洋上」で発生したものであり、近い将来に発生するといわれ い 「南海トラフ地震」も「洋上」で発生する。そして、 「内陸浅所」で発生すれば、兵庫県南部地震のように「必ず多少の被害を伴う」のである。






















約二〇〇万年前から現在までの「第四紀」に、 「六甲変動」というものが生じた。それまでほぼ平地であった場所が一〇〇〇メートル沈み込んで現在の大阪湾になり、 こから約二キロ北のところが約一〇〇〇メートル隆起して六甲山になった。現在、 山頂 海底の堆積層の下にある基盤の花崗岩の層まで、 標高差二〇〇〇メートルの断崖が形成されている。こ 六甲変動によってできた「埋没大地形」には、地表には現れないいくつもの「伏在活断層」 あり、それらの海側に沿ったところが「震災の帯」であるというのである。「震災の帯」で揺れが強くなる要因もいくつか推測されている。まず、硬い地盤では、まだ堆積したままで固まっていな 地層よりも、震源域から地震波が伝わる速度は「ずっと速い」 。したがって、硬く 浅い地盤では地 波は先に 表に達して周囲に広がる。ここに深くて固ま ない堆積層から 地震波 重なり、波が増幅される。それが「伏在活断層 のところである。これ 海岸寄りの所では、地盤は軟弱なの 液状化 発生 、それが「免震効果」を発揮した でそれほど揺れなかった。それよりも少し山側にある「震災の帯」の大部分は「山麓扇状地」入っているので、 液状化しなかったので激しく揺れた こうして 「震災の帯」は、 「伏在活断層」という最も大きな要因 うえに 「表層の 形や 盤特性など 要素も加わった複合的な災害」と考えられる。さらに、ひとつ地震が生じると「ただちにつぎの歪エネルギーを蓄積 はじめる」 つ り「兵庫県南部 震」は、大きな変動過程の一環として位置づけること でき （八〇五） 。この論文の筆者の一人である藤田和夫は、一九八五年の著書において、この「六
甲変動」を含む近畿の地殻変動プロセスについて次のように指摘 ている。





メートルずつ徐々に進行してきたものではなさそうである。ふだんは動かざる大地としてひずみエネルギーを蓄積しておいて、千年単位ぐらいで、地震をともないながら一挙にジャンプするように進行し きたとみられる。千年では一メートルの変位が断層に沿っておこり得る計算である。 （藤田和夫 『変動する日本列島』一一九）
以上の考察は、一九九五年の「兵庫県南部地震」において、 「明瞭な地震断層が出
現しなかった」ところで激震が生じた理由を説明するものである。しかし、それは同時に「兵庫県南部地震」と同じような地震が幾度も発生することで、大阪湾と六甲山という地形が形成されたということであり、この六甲変動は今後も続くということを意味している。つまり、千年に一度の間隔で大きな地震が発生し、そのたびごとに、一メートルの変位があ この一メートルの変位が千回積み重なって、現在の六甲山頂は約一〇〇〇メートルに達しているのである。要するに、これま の百万年間に千年間隔で千回発生してきた「兵庫県南部地震」と同様の地震が、これからも発生するという推測である。逆の言い方をすれば、 「兵庫県南部 」は、これまで約千年間隔で 回発生してきた地震 ひとつであって 何も特別な地震ではないということになる。
この説明は、発生以前のこと、発生に至るまでのことがらについて言及している













なモデルで簡単に理解することができます。日本列島のよ に、プレートの境界に位置して、 地面が動いたり噴火がおこった するような所を「変動帯」と呼んでいます。
変動帯であることは、地震や火山ばかりでなく、他の災害も引き起こすという。
プレートが押すと、地震や火山ばかりでなく、地殻も激しく変動します。
（ 11 ） 原田　隆司：大地の裏切りと「あらゆるもの」の譲渡
海溝付近には、日本列島から削り出された土砂が海底に厚くたまっていきます。川によって陸から流れ出た土砂が、海底の 崩れなどによって、海底深部へと運ばれてたまっていくのです。そこを、海の方からプレートが押しますから、堆積物は整然とつもっていられなくて、しわくちゃになってしまいます。さ に押されると、このようなしわくちゃが隆起して陸に「付加」されます。つまり、 たまった新しい堆積物が、比較的早い時期地面に顔を出 ことになります。 （中略）日本列島には、 のような、まだ固結していない半固結の地層が地表に露出している訳です。そんなものが、風雨にさらされると、もと 土砂に戻ろうとします。崖崩れがおこる 地すべりがおこるというこ で 。
また日本列島には火山からの噴出物が大量に積もっていますが、それは軟
らかく積み上がっているだけで ので、 やはり崖崩れ ・ 地 べりをおこします。
東日本は、このような「軟岩」と呼ばれる地質からなっている。西日本では、 「大














本列島の地面の下は、古いものでも六億年前のものであって、大部分は二億年よりも新しい時期にできている。そして、 沖積世 いう、 二万年前の最後の氷河期以降に、海面の上昇で水中 堆積した地層は、 「 くりたての地面」であり、 「充分には固まっていない」という。そうした地面の上に建物をつ ってきたのである。海に囲まれ斜面の多い日本では、石を並べて暮らしてきた。石垣というも が随所 使われてきたという。棚田や城郭は、石垣で囲んでつくられている。建物 ほうは、木を使ってきた。木材を割る方法や、木材同士をつなぎ合わせる方法が開発されてきた。柱の下に土台となる石を置いたほ が地震に強いことも江戸時代には指摘されていた。江戸初期までは二階建ての建物は とんどなかった 都市部の庶民の住宅に二階建てが広まるのは明治後期から大正時代にかけてであると う しかし 明治末期になっ 、鉄筋コンクリートと鉄骨が建物に使われるように る。木材が火災 弱ということもあった。石は割れるが、金属は割れずに撓む であ 一九八〇年代から「超高層鉄筋コンクリート建築物」がさかん つくられるようになったという。
とはいえ、今でも、地下で生じた地震動が地面に伝わり地面の上のも を揺り動




地震の発生と人間とは、 どのような関係としてとらえることができるのだろうか。物理学者 寺田寅彦は、大正一二年（一九二三年）に発 し 「関東大 震」の
報告書も書いているが、文筆家としても著名である。昭和八年（一九三三年）に発
（ 12 ）甲南女子大学研究紀要第 51号　人間科学編（2015年 3月）


























地震津浪の週期を十分の一か百分の一に縮めるかすればよい。そうすれば災害はもはや災害ではなく五風十雨 亜類となってしまうであろう か そ が出来ない相談であるとすれば、残る唯一の方法は人間がもう少し過去の記録を忘れないように努力す より他はないであろう。 （同上書、一四一─一四二）


















経験的に蓄積されるところ大なるものがあった。また五ヶ月ほどの稲の実りに至るまでの期間に凶作か否かの判断は前もって可能であった。しかし、火災や地震は、これと違って発生は突発的であり、予測不可能である とくに地震の場合は、突発的に起こり、瞬時にその結果を定めてし う場合が多い。余震が長く人々の恐怖をかき立て ものとなったにしても、二次災害を除けば、最初に受けた被害を大幅に増大させる は かった。被害は、たとえそれが大規模地震と呼ばれるようなものであっても、死亡者・負傷者、地上の構造物の瓦解など可視的範囲に留まる（北原糸子『地震の社会史─安政大地震と民衆』三三三） 。







（ 14 ）甲南女子大学研究紀要第 51号　人間科学編（2015年 3月）
を感じるだけで、 被害は何も生じない。それは本稿の最初に取り上げた『古事類苑』の説明のとおりである。
それに対して、同じ地震といっても、大地震は大きな被害が生じた地震のことで
ある。しかも、地震による被害は、地震の発生直後のわずかの間に生じることが多い。地震を受け止めるということは、その被害を受け止めるということであ 。被害を受けた場所にあるラジオ局 は その建物の被害を伝えつつ、目にしたものをそのまま言葉にして電波に せ ことができた、あるいはそれしかできなかっ 。
大地震について語られる時には、その被害がいかに大きなものであったのかが語
られる。地面が割れる、電車が脱線する、高速道路が倒れる、など ど、地震そものではなく、被害について論じられる。江戸時代の被害について記されたものをみれば、今の私たちの暮らしている地面の上 建物などとの違いが分かる。突然大きく地面が揺れるというところまでは同じでも、 その後 地面の上の様子 違うそれらは、記され記録として残さ ことも多い。
どうして、あの大きな地震が起こったのかと、特定の地震についてその理由を探
すこともなされてきた。しかし、 震学などの研究によ ば、地震そのも 日本列島においては頻繁に発生するものであり、過去にも数多く発生してきたし、未来にも数多く発生するものだという。ということは、ひとつひとつ 地震が発生 た場所 日付けにも時間にも深い意味はなく、他 夥しい と ように、まさに日常的に発生しているものであるとしか理解することはできなくなる。
地震の被害のほうに目を転じてみれば、ひとつひとつの地震は、ある時にある場
所で発生し、特有の被害のかたちをとるものであり、固有のものであ ということができる。人々が、地震が発生する直前まで居た場所に居続けるこ ができず、どこかに避難をする。多くの人 特定の場所に集まり、避難所 よ なかたちなる。避難所は、毎日、毎時間、試行錯誤を繰り返しながら運営され 。人数は絶えず減少し、期間を区切られて閉鎖される。その過程は、固有のものであり、時代と場所により、ひとつひとつ異なるも であろう。
地震の発生に焦点をあてれば、遠い昔から頻繁に起こってきたということがで
きる。しかし、ひと ひとりにとっては「未曾有也」 、つまり「ほとんど常に新し
い経験」である。ここには決定的な「隔たり」がある。寺田寅彦が指摘したように、 人生がもっと長いか、 地震の発生間 がもっと短ければ、 両者の間に「隔たり」はなく 私たちは日常のこととして地震に対することができ こうしたことを前章までで考えてきた。
この「隔たり」を埋めるために、しばしば論じられるのは、地震そのものは「自
然現象」であるが 被害のほうは「社会的」なも 、あるいは 直截的に地震の被害は「人為的」なものであるという考え方である。建物も、道路も、部屋のなかのものも、人間が設計してつくっ ものであるから、 による揺れが、それらの人工物に作用し、それらよって 命を奪ったり、人を傷つけたと うのである。「兵庫県南部地震」は「早朝であったため、死者の多くは家屋の倒壊と火災による」と『理科年表』でも説明されてい 。救援活動 迅速でな 後々の手当が満足なものではないといったことがしばしば指摘される。もっとこうしていればと自分自身を含む人間を責めることになる。何の前触れ な 、突然大きく地面が揺れるとしても、 それに備えて ない「人間」や「社会」に責任がある い のである。今この場所で起こったからこそ、こんな被害が生じたのだという受け止め方である。
しかし、こうした考え方は、地震だけでなく、さまざまな「自然災害」にも当て
はめることができる。地震の本質を探す めに 、 別 観点から考える必要がある。
避難所で出会った女性の言葉が思い出される。当時、五十代の彼女は一人暮ら
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をしてほしいという意見が続いていた。もちろん行政に対して、あるいは公的な立場の人に感謝 た人もいるだろう。
その中で、この発言は、まったく方向性の異なるものである。仮設住宅の集会と
いう場面で、こうした発言ができるのは稀なことだと思った。しかし、本稿では触れな が、彼女の地震経験やそれまでの人生に重ね合わせると納得できるものでもあった。そうした個 的な側面は別として、この発言は、現代の私たちにとって地震というものの本質をつい いるものだと思う。地震が発生して、どれだけ大きな揺れがあったとしても、それ よって建物が壊れることがなければ大きな被害はないということなのである。
地震が発生しても建物などが揺れない方法も、考えられないことはない。二〇一一




最新の高層の建物も、工夫されて揺れにくいも がつくら つつあるが、建物が地面と繋がったままである以上、揺 ることは避けられ 。免震や制震と った揺れを極力減らそうとする仕組みもあるが、地震の影響を完全になくすためには、すべての構造物を、すなわち「街全体」を地面から切り離せばいいのである。
地震の発生前に、そこに建てられていた建物は、 震が発生しなかった間は、大
地の上で不動であった。そこで私たちは日常を送っ いた。そこに、何の前触 もなく大きな地震が地下から伝わり、建物を激しく揺らせ 建物 壊れる。あたりには、壊れた建物と壊 ていない建物がある。やがて、 「被害」は、局地的であるこ
とが判明する。他の場所では、電車に一五分も乗れば着くところでは、多少の揺れはあっても日常が続いている。余震は何ヶ月も続くが、それでも次第に収まっていく。そして、百年後、千年後、同じように大きく揺れるという。
地震による揺れと人間との関係は、科学的な研究により「大地」のほうを主にし
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ボールは人の身体のためにそこにあるのではない。実際はその正反対であ




のようにすべてが生起する。彼はボールをもっ いるが、われわれはもはやボールをもってはいない。 「われわれ」を考えるにあたって ど しても考え及ばなくてはならな こと、それはまさしくパスである。ところがパス「私」 の放棄である。 人は自分固有の 「私」 をあたえることができるであろうか。それをおこなうために準
− 客体、準
− 主体となる対象があるのだが、それは
存在であるのか関係であるのかわからないし、存在の断片である かあ いは関係の末端であるのかわからない。こうしたものによって、個体化 原理はパスされ消し去られ （同上書、三七八─三七九） 。
それでは、 「私」 や 「われわれ」 は、 どのようにつかまえることができるのだろうか。
そこには主権の放棄に似た何かが、あるいは何らかの行為がある。 「われ











にあるものはすべて揺れ、 私 揺れる。私たちは、 大地が深く揺れ始めた瞬間に 「私」を譲渡す ばかりではなく、私たちがつくってきた建物と、その上やそ 中においている「あらゆるもの」を、そ 「揺れ」に譲渡してしまう。床と壁と天井で囲んできた家や会社や工場や学校や商店 なかの無数 空間、自動車、電車、駅など、すべてのものを突然に「放棄」 しまう。百年前には百年前のその時に、千年前には千年前 そ 時 、大地 上にあったあらゆるもの 「揺れ」に譲渡されたのである。個人的な感覚で言い直せば、突然 私の足元 床や地面が激 く揺れこに居る私も揺れる。揺れている私自身が気づくことのできる範囲で、まわりのものすべてが揺れている。あらゆるものが、人間 あるかそう ないかという区別なく「揺れ」の「しもべあ いは客体」となるのである。建物 素材 、空間も、私も、他の人も、すべてが、そうした区別なく同じよう 、一瞬 ちに激し 揺れ場合によっては、 壊れ 。何年間もずっと安定していた ず 大地に 裏切ら た」瞬間である。しばらくすると、揺れは収まる。強 揺れは、その後も断続的に生じるのであるが、最初 大きな揺れは、短時間で終わって 。
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地震の被害とは、あらゆるものを「揺れ」に譲渡してしまった後の結果のことで
ある。壊れたり、上のものが下になっていたり、家が動いていたり、地面が割れている。夥しい地震の被害 記録には、ものの場所やかたちの変容が描かれている。人間も、 あの瞬間には、 年齢や地位といったものは剥奪されて、 ただ身体として「揺れ」に譲渡されてしまう。避難所でひとつの教室に避難した人の数を数えようとして、 「一〇かける一〇で百人ですね」と把握したという挿話は そ ことを正確に描い いる。どこのだれであるかも分からないまま およそ百人というように把握される。それは、 「私」というものを「揺れ」に譲渡された直後の人間の姿である。
本稿の最初に取り上げた「発生した地震への対応」とは、いわゆる復旧の過程の
はじまりであ 短時間で確定してしまった被害から、いか て復旧するのかという過程である。電鉄会社はただちに徒歩で 巡回と復旧作業を開始し、二四時間後には、限られた範囲ではあるが、運転を再開する
しばらく後には、生き残った者同士の「われわれ」という、その場の人間同士
新たな結びつきのようなものが生じることもあ ろう。この「われわれ」は、一瞬前の、 つまりは揺れる前の「私」をすべて無化してしまった「われわ である。短い間だけ「私」を譲渡してしまった私たちは、新し 「われわれ」という結びつきができる瞬間もあるのだが、生き延び 後には、少しずつ地震の前まで 私」に戻ろうとす 。
避難所でのできごとは、地震の直後にできあがったと思った、同じ地震で揺れ
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A Betrayal by the Earth and the Transfer of Materials to the Earthshaking




















Abstract :  In Japan, we sometimes suffer severe damages of the great earthquakes. We have a lot of written 
documents about the earthquakes and damages we had suffered.  According to the modern geological analysis, 
we are always suffered by the earthquakes and volcanic eruptions in the Japanese Archipelago. But their interval 
is so long, such as one hundred or one thousand year that we always suffer for the ﬁrst time in our life.
　What is the essence of the earthquake? A sociologist who was suffered by the Great Kanto Earthquake in 
1923 said that earthquake is a betrayal by the earth which we thought immovable and the best ally for us.
　By using the theory of 'quasi-subject' by Michel Serres, it could be said that at the moment of the earthquake, 
all the materials including human beings on the earth of suffered area are trasnfered to the movements of the 
earth. So the process of restoration is deﬁnitely the process of restore the states of materials exactly as they were 
before the earthquake happens. Then as time passes, we once again think the earth is immovable and best ally 
for us.
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